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秋月眼鏡橋
長崎警備役の折、石橋群を見てその頑丈さに驚いた
八代藩主黒田長舒は、領民のため架橋に着手するが
文化 4 年（1807）、ほぼ完成していた石橋は大音響と
ともに崩壊。完成を見ずしてこの世を去った。領民の
願いによって再び架けられた悲願の石橋は、完成以来
220年あまりの時を刻んでいる
〇 福岡県朝倉市
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枕崎港枕崎港
ユネスコ食の無形文化遺産に登録された和食を支える鰹
節。その原料となる鰹の水揚げで知られる。西防波堤と
南防波堤は漁船の大型化により、明治 43 年（1910）か
ら8 年をかけて造られた。西防波堤の美しい巻石積みが
当時のまま残っている
〇 鹿児島県枕崎市
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高千穂町田原の棚田
世界農業遺産に認定された、宮崎県の高千穂郷・椎葉
山地域には、1,800ha の棚田が営まれている。標高の高い
傾斜地で農業用水を確保するために建設された山腹用水
路は 500kmにも及び、斜面を流れ落ちる雨水を受け排水
することで、集落を災害から守る役割も果たしている
〇 宮崎県西臼杵郡高千穂町
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